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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－１．開催概要 （１／３） 

イベント名 「寒川町の人口減少と地方創生を考える」町民ワークショップ 

開催日 平成２７年７月２６日（日） 

開催時間 午前の部：午前９時３０分～午後１２時  午後の部：午前１３時３０分～午後１６時 

開催場所 寒川総合体育館 ３階会議室 

参加者 ３３名 

内容 

自分の身の回りにあった経験や思いを踏まえながら、「将来の寒川がどのような姿になってほしいか」という
テーマについて話し合いを行ってもらう。 
１ラウンド２０分、合計３ラウンドで、１ラウンドごとに席を自由に移ってもらう。 

意見交換後、付箋にどのような行政になってほしいか、話し合いで気づいたことなどを書き込み、内容ごとに
模造紙にはりつける。 

 寒川町民ワークショップの開催概要は下表のとおりです。 

目的 
人口減少と地域経済縮小の克服、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立に向けた施策の創発と町民ニー
ズの把握を目的とする。 



3 

第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－１．開催概要 （２／３） 
～参加者の年代～ 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代
以上 

無回
答 

合計 

人数 ０人 ２人 ３人 ９人 ５人 ７人 ４人 ０人 ３人 ３３人 

割合 ０％ ６．１％ ９．１％ ２７.３％ １５.２％ ２１.２％ １２.１％ ０％ ９．１％ １００％ 

10代
0.0%

20代
6.1%

30代
9.1%

40代
27.3%

50代
15.2%

60代
21.2%

70代
12.1%

80代以上
0.0%

無回答
9.1%
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－１．開催概要 （３／３） 
～参加者の居住地区～ 

田端 
地区 

大蔵 
地区 

一之宮 
地区 

小谷 
地区 

中瀬 
地区 

小動 
地区 

大曲 
地区 

宮山 
地区 

岡田 
地区 

倉見 
地区 

無回答 合計 

人数 
０人  ０人  ７人 ４人 ０人 １人 １人 ７人 ５人 ４人 ４人 ３３人 

割合 
０％ ０％ ２１.２％ １２.１％ ０％ ３.０％ ３.０％ ２１.２％ １５.２％ １２.１％ １２.１％ １００％ 

田端地区
0.0%

大蔵地区
0.0%

一之宮地区
21.2%

小谷地区
12.1%

中瀬地区
0.0%

小動地区
3.0%

大曲地区
3.0%

宮山地区
21.2%

岡田地区
15.2%

倉見地区
12.1%

無回答
12.1%
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－２．実施方法（ワールドカフェ方式とは？） （１／２） 

ラウンドごとにメンバー交換 

• ４～５人１グループで決められたテー
マについて話し合う。１ラウンド２０～
２５分程度で数ラウンド行う。 

• ラウンドごとにホスト役一人を残して
それ以外のメンバーを交換し、新た
なテーマについて話し合う。 

 参加者全員で話し合っているよう
な効果が生まれる。 

思いついたことを自由に記載 

• 模造紙を用意し、会話をしながら自
由にアイデアを記載する（発表しな
いため綺麗に書く必要はない）。 

• ラウンドが移れば、新しくそのテーブ
ルに来た人は、会話し、既に書かれ
ている内容を確認しながら、自分の
アイデアを追記していく。 

 他者の意見を理解できると共に、
新しい意見を創出しやすくなる。 

付箋による意見の整理 

• 参加者が最も重要と考えるアイデア
を大きな付箋（ポストイット）に書き出
し、模造紙に貼り出す。 

• 参加者全員が模造紙の前に集まり、
ファシリテーターが手伝いながら、付
箋を分類・整理する。 

 全員の意見を整理することで、意
見集約に繋げることができる。 

カフェのようにくつろいだ雰囲気 

• 創造的なアイデアは、会議室の中
ではなく、オープンに会話ができる
カフェのような場所でこそ生まれると
言われている。 

• そこで、カフェでくつろいでいるよう
な雰囲気の中、テーマに集中した
対話を行う。 

 くつろいだ雰囲気の中で、創造的
なアイデアが創出しやすくなる。 

 寒川町民ワークショップでは、町民参画の手法である「ワールドカフェ」を参考として開催しました。「ワールドカフェ」とは、話合い
の場において、カフェテーブルのような小グループに分け、度々メンバー交換をする（ラウンド制）ことにより、参加者全員が知識
や考えを共有でき、多様な意見の創出が期待される手法です。 
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－２．実施方法（ワールドカフェ方式とは？） （２／２） 

第１ラウンド 最初のテーマについて話し合う。 

第２ラウンド ２番目のテーマについて話し合う。 

第３ラウンド ３番目のテーマについて話し合う。 

振り返り 
第１～３ラウンドまでを振り返る。 
自分の意見を付箋に書き、グループ内で意見共有。 
付箋を模造紙に貼り付け、会場全体で意見共有。 

ホスト役１名を残して、旅人は席替え（別のテーブルへ移動） 

ホスト役１名を残して、旅人は席替え（別のテーブルへ移動） 

 ワールドカフェでは、参加者４～５人で１つのグループを形成し、複数のラウンドにわたって、ラウンドごとに異なるテーマについて
話し合いを行います（「寒川町民ワークショップ」では３ラウンドを設定しました）。 

 １回のラウンドは２０ 分程度で行い、各ラウンドの間には、席替えタイムとして、１人（テーブル・ホスト）を残して他の全員（旅人）に、

自由に他のテーブルへ移ります。全ラウンド終了後、第３ラウンドで出たアイディアや全体の感想などをふせんに書いていただき、
グループ内で感想を共有した後に、ふせんを模造紙に貼り付け、それを張り出したうえで全体の意見共有を行います。 
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－３．当日のスケジュール  （１）全体スケジュール 

 寒川町民ワークショップ午前の部は、午前９時３０分に開会し、正午まで開催し、午後の部は１３時３０分に開会し、午後４時まで開
催しました。 

午前の部 午後の部 スケジュール 

９：３０－ １３：３０－ 開催の挨拶 

９：３５－ １３：３５－ 地方創生の取組みと寒川町の状況 

９：５０－ １３：５０－ ワークショップの進め方 

１０：００－ １４：００－ 自己紹介（グループごと） 

１０：１０－ １４：１０－ 意見交換① 

（休憩） 

１０：４０－ １４：４０－ 意見交換② 

１１：００－ １５：００－ 意見交換③ 

１１：２０－ １５：２０－ 振り返りと全体意見交換 

１１：５５－ １５：５５－ 閉会の挨拶 
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－３．当日のスケジュール （２）話し合い 

 本町の財政状況、話し合いの進め方の説明を踏まえて、３ラウンドにわたって、ラウンドごとに異なるテーマについて話し合いを
行いました。 

第１ラウンド 

 

あなたが普段感じる寒川町の魅力は何
ですか？ 
 

第２ラウンド 

 

寒川で普段生活をしていて、「もっとこう
なったらいいのに」と思うことは何です
か？ 
 

第３ラウンド 
若い世代の人々を寒川に呼び込むため
の「作戦」を考えてください 
 

ラウンド 話し合いのテーマ 
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第１章 「寒川町民ワークショップ」について 
 １－３．当日のスケジュール （３）振り返りタイム 

 話し合いの結果、参加者は付箋で２枚以内で意見・感想を記載し、それに基づいて各テーブルで意見の発表を行いました。 

 その後、記載いただいた付箋を施策の分野ごとに壁に掲示した模造紙に、貼り付けていきました（施策ごとに意見を分類）。 

テーマ 分類 施策分野 

安全で地域をつなぐまちづくり 暮らし スポーツ施設、住環境、自然環境、防災・消防・防犯 

コミュニティ 住民活動、高齢者支援 

交通基盤 道路・交通・駅周辺 

福祉 保険・医療 

若い世代の結婚・出産・子育て
の希望をかなえる 

ひとづくり 人材育成、子育て、学校教育 

地域へのひとの流れを創出 ひとの流れ 観光、転入・転出、地域ブランド 

安定した雇用の創出 しごとづくり 商業、雇用創出、企業誘致、経済投資 
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第２章 町民意見 
 ２－１．全体概要 （１／２） 

 参加者に書いていただいた付箋は合計１６０あり、これらを本町の７つの施策分野に分類しました。 

 その結果、「暮らし」に該当する施策分野に関する意見が２９．５％で最も多く、「ひとづくり」（２６．１％）、「交通基盤」（１５．９％）と
続いています。 

暮らし 

コミュニ
ティ 

交通基盤 

福祉 

ひとづくり 

スポーツ施設、住環境、 
自然環境、防災・消防・防犯 

住民活動、高齢者支援 

道路・交通・駅周辺 

保険・医療 

人材育成、子育て、学校教育 

分類 施策分野 

ひとの流れ 観光、転入・転出、地域ブランド 

しごとづくり 
商業、雇用創出、企業誘致、 
経済投資 

暮らし

29.5%

コミュニティ
12.5%

交通基盤
15.9%

福祉
2.3%

ひとづくり

26.1%

ひとの流れ

5.7%

しごとづくり

10.2%

分類 



第２章 町民意見 
 ２－１．全体概要 （２／２） 

 付箋に書いていただいた内容をさらに詳細に分類すると、「子育て」に関する意見が１６件で最も多く、「道路・交通・駅周辺」（１４件）、
「スポーツ施設」（１３件）と続いています。 
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1
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子育て

道路・交通・駅周辺

スポーツ施設

市民活動

住環境

雇用創出

学校教育

防災・消防・防犯

保険・医療

観光

自然環境

企業誘致

高齢者支援

人材育成

転入・転出

地域ブランド

商業

経済投資 11 

住 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
 （１）安全で地域をつなぐまちづくり 
①暮らし（スポーツ施設、住環境、防災・消防・防犯、自然環境） 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「暮らし」については、「スポーツ施設」に関する意見が１３件で最も多く挙がりました。 

0

5

10

15

スポーツ施設 住環境 防災・消防・防犯 自然環境

13

7
5

1

スポーツ施設 

 
 
• アウトドアライフ 家族で楽しむ、楽しめる環境に！ 
• 町営プールを潰れたままは怖いです。違うものにするか、直すか。 
• 河川敷を整備してスポーツができるようにすると良いです。「あるもの」を有効活用する。 
• どのラウンドでもプールの話が出た。 

 
 

防災・消防・防犯 
• 街灯をきちんと充実させてほしい。 
• 凶悪犯罪が起きてからでは遅い（すべての地域に街灯を） 

自然環境 • 相模川の川資源を有効活用する。 

住環境 

 
• 寒川の地価の安さをアピール 
• 駅周辺だけでなく寒川の端の方も整備してほしい 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （１）安全で地域をつなぐまちづくり 
②コミュニティ（住民活動、高齢者支援） 

住民活動 

• 寒川でＮＰＯ認定のしくみを作り、住民活動の応援をする！ 
• 若い人が集まるイベントをやってほしい。 
• 議員さんに別枠を作る（ＰＴＡ枠、現保護者枠） 
• 若い女性の力を活かし女性が主体的に生きれるまちづくりを推進する。→女性がいきいきする町をアピールする。 
• 今日、この日の会議を開催したことで満足しないでほしい。 
• 若い世代の声を聞いて欲しい。 
• 一人一人の町民が町の全体利益を考えること。 
• ワークショップを気軽に開催してほしい。主婦の方にはいろいろできる方がいます。 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「コミュニティ」については、「住民活動」に関する意見が１０件で最も多く挙がりました。 

0

2

4

6

8

10

市民活動 高齢者支援

10 

1 

高齢者支援 • 無理やり増やすより、現状を老齢化しても暮らしていける町づくりを優先。 

住 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （１）安全で地域をつなぐまちづくり 
③交通基盤（道路・交通・駅周辺） 

道路・交通・駅周辺 

• バス（今のバスは必要な時間に来ない等） 
• 新幹線の誘致より相模線の本数を増やす支援を行い通勤を容易にする。 
• 相模線の本数を増やし通勤可能範囲の拡大。 
• 相模線の複線化を早く進めてほしい。 
• 相模線の終電をもう少し遅くまで！（若者も来るために） 
• 交通の手段を増やしてほしい。 
• 相模線の終電を東海道、小田急に合わせてもらう。本数も増えるといい。 
• 「パワースポット」であることを知りました。たくさんの人に来てもらえるように鉄道も整備を！！ 

• 相模線の複線化は先の話として、本数をもっと増便してほしい。通勤に不便だから町を出て、他市町に転出の理由ともなっているの
で。 

• 相模線の利便性向上。複線化、時間の見直し。 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「交通基盤」に関する意見としては、「道路・交通・駅周辺」に関する意見が１４件挙がりました。 

0

5

10

15

道路・交通・駅周辺

14 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （１）安全で地域をつなぐまちづくり 
④福祉（保険・医療） 

保険・医療 

• 産婦人科、小児科の医療機関を充実 
• 福祉の充実（～１５歳まで） 
• 医療費助成を中学校三年生までに。 
• 福祉（学校）の充実化 

 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「福祉」に関する意見としては、「保険・医療」に関する意見が４件挙がりました。 

0

1

2

3

4

保険・医療

4 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （２）若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

①ひとづくり（人材育成、子育て、学校教育） 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「ひとづくり」については、「子育て」に関する意見が１６件で最も多く挙がりました。 

0

5

10

15

20

子育て 学校教育 人材育成

16 

6 

1 

子育て 

• 子育てしやすいまち。寒川！！ 
• 子ども用品店がない。 
• 出産祝いを充実してほしい。住所が寒川町であれば里帰り出産でも対応。 
• 特別な優遇（税金）。手当金、補助金、子ども３人産むと５０万円とか。 

学校教育 

 
• 教育レベルを上げる。 
• 学園都市、数学強化（子どもが安心して育つ） 
• 学園都市として私立を呼ぶ。 
• 夏休み４０日間すべての小学校でプール開放 

 

人材育成 • 選んでもらえるようにするには、小中学校の学力を上げること 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （３）地方へのひとの流れを創出 

①ひとの流れ（観光、転入・転出、地域ブランド） 

観光 
• 神社などパワースポットを観光に 
• 歴史的なものやパワースポットを活用してみては 
• めざせ観光地！！ 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「ひとの流れ」については、「観光」に関する意見が３件で最も多く挙がりました。 
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観光 転入・転出 地域ブランド
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1 1 

転入・転出 • 転入・転出者にその理由を質問し、マイナスの要因を取り除く。 

地域ブランド • 寒川のゆるキャラを作る。簡単に書けてかわいいものを希望。 
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第２章 町民意見 
 ２－２．施策分野別の町民意見 
  （４）安定した雇用の創出 

①しごとづくり（商業、雇用創出、企業誘致、経済投資） 

雇用創出 
• 基幹産業を町全体で盛り上げ、従業員（住民）を増やす。（減らさない） 
• 地元就職を支援 寒川で生まれた人は寒川で働けるように 
• 地元で正社員を雇ってほしい 

施策 意見（抜粋・原文ママ） 

 「しごとづくり」については、「雇用創出」に関する意見が７件で最も多く挙がりました。 
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雇用創出 企業誘致 商業 経済投資

7 

3 

1 1 

経済投資 • 町に先行投資して欲しい 

商業 • ショッピングモール作って（＋マック） 

企業誘致 

 
• 町に若い人が来るようにするには会社（働く所を） 
• ＩＴ企業の誘致 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ１） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ２） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ２） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ３） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ４） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ４） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午前の部（グループ４） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午後の部（グループ１） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午後の部（グループ２） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午後の部（グループ３） 
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第３章 各テーブルの模造紙紹介 
 午後の部（グループ４） 



第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－１．参加者満足度 

 参加者アンケートの結果、「ワークショップの手法」（７０．６％）、「会場・進行について」（３９．４％）、「内容」（５１．５％）において、概
ね満足していただいた方が多くなっています。（「大変満足した」と「満足した」の合計） 

18.2% 

18.2% 

12.1% 

42.4% 

21.2% 

39.4% 

27.3% 

48.5% 

27.3% 

3.0% 

0.0% 

3.0% 

9.1% 

12.1% 

18.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①ワークショップの手法 

②会場・進行について 

③内容について 

大変満足した 満足した 普通だった 不満だった 大変不満だった 無回答 30 

30 
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第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－２．本日の町民ワークショップに参加されたご感想 

No. その他全体的な主なご意見・ご感想 

１ 若い方との意見交換ができ良かったと思う。 

２ 知らない人々と知り合う機会があったこと。このワークショップがどのような形で活かされるか注視したい。 

３ 若い人の参加が少ない。 

４ いろいろな人の話を聞くことができてよかった。若い人に来てほしい。 
 

５ ２０代、３０代を参加させることです。 

６ 進行方法やファシリテーターの方の設定が良く、有意義でした。けっこう大事なキーワードがあったと思います。こうした機会
をぜひ増やしてほしいです。 

７ 町民に参加してもらい、何回か実施した方が良いのでは（1回ですべての判断はできないのでは？） 

８ みなさんの意見をしっかり受け止めて！！ 

 参加者アンケートに寄せられた各種ご意見を下表に整理しました。（原文ママ） 
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第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－２．本日の町民ワークショップに参加されたご感想 
 

No. その他全体的な主なご意見・ご感想 

   ９ 色々な年代の方のお話を聞けて勉強になりました。もっと大勢の方に参加してもらえるように開催案内や声掛けの仕方を工
夫できるといいと思います。 

１０ 若い人の意見を少しでも聞けて良かった。でもいろいろな意見を反映させてほしい。 

１１ いろいろな年代の方の話が聞けて大変良かったです。 

１２ 小さな声を大きく伝えることができる会議だと思います。 

１３ 町の不満がたくさんあった。いいところがあまりないのは、ほかの人も一緒だった。 

１４ 内容が分からないままに参加しました。実際話し合ったところ、いろんな話が聞けて良かった。 

１５ 定期的に行うとよいと思う。 

１６ 誰もが生活する上で意見を持っているのでどうかその声を一つでも多く拾ってください。 
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第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－２．本日の町民ワークショップに参加されたご感想 
 

No. その他全体的な主なご意見・ご感想 

１７ 私が思う寒川と違った面に気づかせていただきました。出た意見を地域・学校等に持ち帰って話してみたいと思います。 

１８ 色々な意見が出たがこれをしっかり検討して、生かしていただきたいと思います。 

１９ 土曜日の開催、とてもありがたいです。ちっと不安もあったのですが、また機会があったら参加したいと思います。 

２０ 他の方の意見が聞けて良かった。 

２１ 顔見知りの方が多い中、楽しい時間を過ごさせていただきました。皆さんが一同に同じようなことを魅力に感じ、改善点とし
て思っているんだと知りましたので、これだけ意見が多いのですから、少しでも、住みやすい寒川に代わっていくことを願いま
す。 

２２ 意外に早く終わってびっくりです。 

２３ こういう機会は重要だと思います。声を届くようにしたらいいと思います。 

２４ 色々な視点で寒川町のことが聞けて良かった。 
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第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－３．寒川の町政（現在の取り組み、将来の取り組み等）  
     に関するご意見、ご要望 

No. 寒川の町政（現在の取り組み、将来の取り組み 等）に関する主なご意見、ご要望 
 

２５ 総花的でありすぎ、理解し易い具体的な魅力にかける。 

２６ 住民参加の意味を町政がもう一度原点にかえり、掘り下げて、議論をして結論づけすること。 

２７  住民が「社会的な課題を解決する組織を作る」を町が応援すべき！！ 

２９  職員皆さん積極的に仕事に取り組んでください。 

３０ 生まれも育ちも寒川です。のんびり競争感のないところが良さだと思います。人口減が予想される中、新しい重厚長大な設備は不要です
（新幹線など不要）。いち早く古いもののリニューアルを実施ししてより使いやすく安全なものへとシフトすべきです。不要なものを聞き取り、
便利にすることが（相模線等）最優先だと思います。古くからの良い環境を守りつづけることが大事だと思います。 

３１ 

 不便なところは改善してもらわなければ人口は流出してしまうと思う。町内でものすごく格差があった。参加者の話を聞いてがっかりした。 

３２  寒川にはすごい人がたくさんいます。いいところがたくさんあります。PRの仕方を工夫してください。FBツイッターいろいろあります！！ 
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第４章 参加者アンケートの結果 
 ４－３．寒川の町政（現在の取り組み、将来の取り組み等） 
     に関するご意見、ご要望 

No. 寒川の町政（現在の取り組み、将来の取り組み 等）に関する主なご意見、ご要望 
 

３３ 若い男性の町長、あるいは女性の町長がこのコンパクトシティには重要と思う。 

３４ 今日の意見を行政で話していただき、結果を広報誌などで報告していただきたいと思います。 

３５ 若い世代の意見をもっと取り入れて 

３６ 若い世代に先行投資をしてほしい。 
私の子供たちも寒川が大好きで、できれば寒川でずっと暮らしたいと思っています。 

３７ ・これからの世代に注目した取り組みを！！ 
・今できないことはできないで終わらず、今できることは～ということを考えて実行してほしい。ここが進まないといつまでも今の寒川のまま
です。 

３８ 町民の意見が少しづつでも反映されるとよいと思う。あれもこれも中途半端なままでは何も変わらない。 


